






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































四ツ葉村 東西南北共､3町余り 4７ 4３ 250
上赤塚村 東西15町余り、南北26町 9３ 1０９ 690
下赤塚村 東西13町､南北28町余 207 222 1２９０






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































上芝畑 '|]芝畑 下芝畑 砂芝畑 計
上 村 1103.15 1323.07 665.07 2１４．０ 3306.07
下赤塚村 1174.18 1408.13 780.14 228.00 3519.05
丸本村 822.13 986.05 495.25 159.20 2464.03
徳丸脇村 2５３．１ 303.28 152.25 49.06 745.28
|ﾉﾘつ葉村 248.29 298.16 150.03 48.10 7５９．１４
計 3603.00 4320.09 2172.06 699.12 10794.27
土 面積 納入額(一反』しiり） 取水
上芝畑 3603.00 35文 12貢611文
'１１芝畑 4320.09 25文 10貫801文
下芝川 2172.06 20文 4貢344文
砂芝畑 699.12 5文 350文
計 １０７９４．２７ 8貢10 文
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御
割
付
へ
村
切
り
一
一
反
歩
申
請
」
と
あ
る
。
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
ま
で
は
五
か
村
に
よ
る
一
括
上
納
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
次
第
に
困
難
と
な
り
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
以
降
は
各
村
で
納
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
元
禄
七
年
ま
で
の
六
か
村
が
一
括
し
て
年
貢
を
納
入
す
る
方
法
は
、
元
禄
元
年
以
降
の
野
銭
の
上
納
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
よ
る
年
貢
納
入
は
、
村
を
単
位
と
し
た
年
貢
上
納
を
「
村
請
」
と
い
う
こ
と
に
対
応
し
て
、
赤
塚
郷
を
単
位
と
し
た
「
郷
請
」
と
（鍋）
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
元
禄
七
年
に
郷
請
か
ら
村
竺
雨
へ
と
変
わ
っ
た
のである。
郷
請
か
ら
村
請
へ
の
変
更
は
、
「
五
ヶ
村
出
合
割
介
巾
事
年
々
難
義
」
だ
か
ら
こ
そ
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
六
か
村
自
ら
が
選
択
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
六
か
村
は
、
六
か
村
を
単
位
と
し
た
郷
請
よ
り
も
、
寛
文
・
延
宝
期
に
成
立
し
た
村
を
単
位
と
し
た
村
請
で
の
年
貢
上
納
の
方
が
合
理
的
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
年
貢
納
入
と
い
う
義
務
を
果
た
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
、
六
か
村
が
主
体
的
に
判
断
・
変
更
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
義
務
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
村
請
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
村
請
が
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
川
所
持
地
の
権
利
を
得
る
た
め
の
義
務
を
果
た
す
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
徳
丸
原
の
秣
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れを示すため、享保一八年（一七三一一一）年三川、徳丸本村の住民
五
十
四
人
が
盗
み
に
関
し
て
相
談
・
連
印
し
作
成
し
た
議
定
書
の
一
部
を
み
（妬）
て
い
く
。江戸
時
代
前
・
中
期
の
入
会
地
と
地
域
秩
序
（
若
曽
根
）
２
徳
丸
本
村
の
秣
場
管
理
の
村
定
相
定
申
村
相
談
之
事
一
村
万
二
而
前
々
諸
法
度
相
極
メ
申
候
処
一
一
、
近
年
み
た
り
一
一
罷
成
候
一一付、此度相談仕、田畑・山林・畑境二而木をきり、或ハ
枝
を
折
、
諸
作
荒
候
者
不
及
山
、
下
草
・
葉
二
而
も
ぬ
す
み
苅
取
申
間
敷
候
、
如
此
相
談
相
極
メ
申
上
者
、
万
一
石
之
類
ぬ
す
み
ケ
間
敷
儀
仕
候
ハ
、
、
過
金
壱
分
宛
急
度
相
出
し
可
申
候
、
若
過
金
及
遅
滞申候ハ、、五人組中間二而急度弁相出シ可巾候、か様一一
相
談
相
極
メ
申
上
者
、
田
畑
其
外
山
林
二
而
も
ぬ
す
み
仕
候
者
見
付ヶ候ハ、、兇のかし一一不仕、急度改、過金之儀者見付ケ
渡
候
者
方
江
出
さ
せ
Ⅲ
申
候
、
為
後
Ｈ
村
相
談
、
仏
如
件
＆
享保十八年丑一一一月
新
右
衛
門
印
（以下五三人連印略）
こ
こ
で
は
、
盗
み
に
つ
い
て
以
前
か
ら
村
方
に
お
い
て
諸
法
度
で
取
り
決
め
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
守
ら
れ
ず
み
だ
り
に
な
っ
て
き
て
い
る
実
態
を
改
善
す
る
た
め
に
、
以
下
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
川
畑
・
山
林
・
畑
境
に
て
木
を
切
っ
た
り
枝
を
折
っ
た
り
す
る
の
は
勿
論
、
下
草
場
で
も
盗
み
は
禁
じ
る
。
違
反
者
は
罰
金
一
分
を
払
い
、
も
し
も
そ
れ
が
延
滞
し
た
な
ら
ば
五
人
組
が
弁
済
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
違
反
者
を
見
つ
け
た
ら
決
し
て
見
逃
さ
ず
に
改
め
る
よ
う
に
し
、
見
つ
け
た
昔
は
違
反
者
が
支
払
っ
た
罰
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
規
定
に
よ
っ
て
村
内
の
盗
み
を
禁
じ
て
取
り
締
ま
り
、
住
民
の
生
産
活
動
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
村
共
同
体
が
住
民
の
生
活
保
障
の
た
め
に
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
違
反
者
か
ら
過
料
を
と
っ
て
お
り
、
村
が
盗
人
に
対
し
て
制
裁
を
九
五
Hosei University Repository
赤
塚
郷
六
か
村
は
地
域
ぐ
る
み
で
、
徳
丸
原
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
決
め
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
寛
延
一
一
年
（
一
七
四
九
）
三
月
、
寛
永
寺
領
四
シ
葉
村
の
芝
畑
検
地
に
際
し
て
、
六
か
村
の
名
主
・
年
寄
・
百
姓
代
（犯）
が
相
談
し
作
成
し
た
証
文
の
第
二
・
一
二
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
（２）一芝
畑
付
田
畑
・
全
戸
野
等
よ
り
芝
畑
江
切
添
立
出
堅
仕
間
敷
候
加
え
る
主
体
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
澤
登
寛
聡
氏
は
、
村
を
、
①
村
請
事
務
や
自
治
的
な
固
有
事
務
の
行
政
執
行
を
示
す
も
の
と
し
て
、
②
村
法
の
作
成
を
村
が
自
治
立
法
権
の
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
③
そ
し
て
共
同
体
制
裁
の
存
在
を
村
が
自
治
司
法
権
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
た
。
そ
こ
で
氏
は
、
村
は
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
の
最
も
基
礎
的
な
自
治
体
で
あ
っ
た
と
（初）
位置づけられている。
氏
の
指
摘
を
も
と
に
す
る
と
、
村
内
に
お
け
る
盗
み
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
、
村
が
主
体
的
に
作
成
し
た
こ
の
村
法
は
、
ｎ
治
立
法
権
を
示
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
村
法
の
違
反
者
に
対
し
て
制
裁
を
加
え
る
主
体
と
し
て
村
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
、
村
の
自
治
司
法
権
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
史
料
は
、
村
が
村
内
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
政
治
組
織
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
そ
し
て
、
村
の
政
治
組
織
と
し
て
の
働
き
は
「
下
草
・
葉
二
而
も
ぬ
す
み
苅
取
印
間
敷
候
」
と
あ
る
通
り
、
芝
原
に
も
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
徳
丸
原
の
秣
の
管
理
が
、
村
主
体
の
自
治
を
も
っ
て
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
法
政
史
学
第
六
十
号
３
赤
塚
郷
六
か
村
の
徳
丸
原
管
理
九
六
（３）一右
五
ケ
村
二
住
居
致
候
百
姓
・
水
呑
之
外
、
他
村
に
住
居
致
候
而
越
石
之
百
姓
一
切
株
か
ら
せ
申
間
敷
候
、
勿
論
縁
辺
成
共
他
付
之
者
江
秣
懸
等
一
切
為
取
申
間
敷
候
こ
こ
で
は
、
①
芝
畑
付
近
の
川
畑
や
芦
野
な
ど
か
ら
芝
畑
へ
の
切
添
え
の
禁止、②六か村に住む百性・水呑以外の者による秣採草の禁止が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
六
か
村
の
住
民
に
対
す
る
徳
丸
原
の
勝
手
な
開
発
の
禁
止
は
、
徳
丸
原
は
あ
く
ま
で
も
六
か
村
の
共
同
所
持
地
で
あ
り
、
六
か
村
の
地
域
住
民
で
利
用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
念
を
示
し
て
い
る
。
徳
丸
原
は
、
個
々
の
地
域
住
民
が
私
の
土
地
と
し
て
、
開
発
・
使
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
のである。
ま
た
．
外
部
ｌ
他
地
域
他
村
Ｉ
に
対
す
る
秣
採
草
の
禁
止
は
．
幕
府
か
ら
得
た
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
川
所
持
地
の
公
的
認
定
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
他
村
に
住
む
越
石
の
百
姓
、
お
よ
び
縁
者
で
あ
っ
て
も
、
他
村
の
者
な
ら
ば
採
草
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
徳
丸
原
の
秣
の
利
用
は
、
六
か
村
の
住
民
の
特
権
的
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
幕
府
と
の
契
約
で
得
た
徳
丸
原
と
い
う
土
地
は
、
六
か
村
の
共
同
所
持
地
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
た
め
の
土
地
で
あ
っ
た
。
私
の
土
地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
ま
た
他
地
域
の
住
民
に
よ
る
利
用
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
、
地
域
住
民
の
秣
場
と
し
て
機
能
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
の
取
り
決
め
は
、
六
か
村
が
地
域
ぐ
る
み
で
徳
丸
原
の
秩
序
の
維
持
を
図
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
｝う。
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元
禄
期
以
降
、
赤
塚
郷
六
か
村
は
芝
畑
年
貢
の
上
納
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
で
、
徳
丸
原
を
此
何
所
持
地
と
し
て
利
川
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
た
。
し
か
し
享
保
改
革
期
に
な
る
と
、
幕
府
の
財
政
再
建
を
目
的
と
し
た
新
田
開
発
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
く
る
。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
六
月
、
代
官
所
は
徳
丸
原
の
開
発
可
能
地
を
開
発
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
上
亦
塚
村
・
下
赤
塚
村
・
徳
丸
本
村
・
脇
村
・
西
台
村
の
名
主
と
年
寄
は
請
書
を
提
出
し
た
。
次
の
史
料
は
そ
（羽）
の一部である。
（
享
保
六
年
｝
は
け
田
領
五
ヶ
村
新
川
芝
畑
之
儀
、
去
丑
秋
占
御
高
御
除
キ
、
草
銭
計
一一被為仰付被下候様二度々御願申上候所一一、此度御吟味之上、
石
芝
畑
之
内
、
畑
二
茂
可
成
分
開
発
仕
候
様
、
被
仰
付
候
間
、
拙
者
共
内
見分仕相改候所一一、右書面之通り、五ケ村所々一一而五丁五反歩
開
発
可
仕
候
、
残
百
三
十
Ⅲ
丁
九
反
五
畝
九
歩
ハ
馬
草
場
二
巾
、
先
年
之
通
り
草
銭
計
御
上
納
仕
度
奉
願
上
候
、
然
共
畑
開
発
之
義
、
荒
川
端
堤
外
深
水
入
二
御
座
候
ヘ
ハ
、
拾
ヶ
年
二
壱
度
も
作
毛
取
可
申
哉
難
計
奉
存候、堤被仰付被下候様二奉願度候へ共、開発場所少々一一御座
候
故
、
御
願
難
申
上
奉
存
候
、
御
慈
悲
を
以
、
五
ヶ
村
惣
百
姓
助
二
罷
成
彼
下
候
ハ
心
候
様
二
被
為
仰
付
被
下
候
様
二
難
有
奉
存
候
、
以
上
息
ご
皇
ご
§
新
旧
芝
畑
に
つ
い
て
我
々
は
、
享
保
六
年
（
一
七
一
一
一
）
秋
か
ら
、
高
を
除
き
野
銭
で
の
上
納
を
度
々
願
い
出
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
度
、
徳
丸
原
に
お
い
て
畑
に
な
り
そ
う
な
土
地
を
開
発
す
る
よ
う
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
村
方
で
見
分
し
た
と
こ
ろ
五
丁
五
反
歩
は
開
発
が
可
能
で
あ
る
が
、
残
り
江
戸
時
代
前
・
中
期
の
入
会
地
と
地
域
秩
序
（
芳
杵
根
）
４
享
保
改
革
期
の
徳
丸
原
開
発
の
一
三
四
丁
余
り
は
開
発
が
不
可
能
で
あ
り
、
秣
場
と
し
て
先
年
の
よ
う
に
野
銭
で
上
納
し
た
い
。
ま
た
、
開
発
す
る
場
は
、
荒
川
端
の
堤
の
外
で
深
く
水
が
入
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
十
年
に
一
度
も
作
物
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
来
な
ら
堤
の
築
造
を
願
い
出
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
開
発
地
は
少
な
い
の
で
そ
れ
は
申
し
上
げ
に
く
い
こ
と
で
あ
る
と
代
官
所
に
訴
え
て
い
る。幕
府
の
新
田
開
発
の
要
請
を
受
け
て
五
か
村
の
村
役
人
は
、
開
発
の
容
認
地
を
五
丁
余
り
、
開
発
抓
祈
地
を
百
三
十
Ｊ
余
り
と
し
て
い
る
。
幕
府
に
対
し
て
あ
る
程
度
の
新
田
開
発
の
受
け
入
れ
姿
勢
は
示
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
形
ば
か
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
理
由
と
し
て
は
開
発
不
可
能
な
土
地
状
況
を
挙
げ
て
い
る
。
ど
う
し
て
も
土
地
を
開
発
す
る
と
い
う
な
ら
ば
、
堤
の
築
造
が
必
要
だ
と
も
し
て
い
る
。
ま
た
、
何
度
の
野
銭
上
納
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
に
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
六
か
村
に
と
っ
て
徳
丸
原
を
利
用
す
る
に
際
し
て
の
年
貢
上
納
は
、
野
銭
上
納
よ
り
も
負
担
が
雨
か
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
元
禄
期
の
高
請
化
の
要
求
と
そ
れ
に
伴
う
年
貢
上
納
の
開
始
は
、
あ
く
ま
で
も
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
同
所
持
地
の
権
利
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
享
保
六
年
）
こうした再度の野銭上納の要求は「去丑秋方御志向御除キ、草銭
計
二
被
為
仰
付
被
下
候
様
二
度
々
御
願
申
止
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
享
保
七
年
以
前
に
も
度
々
行
わ
れ
て
い
た
。
享
保
六
年
〈
一
七
二
一
）
一
一
月
、
上
赤
塚
村
・
下
亦
塚
村
・
徳
丸
本
村
・
脇
村
の
名
主
・
年
寄
が
代
官
伊
奈
半
左
衛
（㈹）
門に願書を提出しており、その第二条目と一二条目によれば以ｒの
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
九
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（リ』）一元
禄
元
年
辰
年
西
山
六
郎
兵
衛
様
御
支
配
之
節
、
御
改
被
遊
候
而
町
歩
見
積
り
を
以
書
付
差
出
シ
候
様
被
仰
付
候
二
付
、
則
拙
者
共
大
積
百
四
拾
町
歩
程
と
申
上
候
、
依
之
壱
反
二
永
弐
文
宛
二
芝
銭
上
納
被
仰
付
候
事
（
３
）
（
元
禄
五
年
）
一何五申年一一一拾年以前、細井九左衛門様御支配之節、町人
新
田
二
御
願
申
上
候
一
一
付
、
右
五
ケ
村
之
儀
者
下
板
橋
町
定
助
之
御
役
相
勤
候
一
一
付
、
此
場
所
二
は
な
れ
候
而
ハ
、
御
役
耕
作
仕
付
も
（非）
難
成
、
難
義
仕
候
二
付
、
無
是
悲
何
分
二
も
村
附
二
被
仰
付
被
下
候
（
兀
雑
丘
年
）
様奉願候処二、則由‐ノ年、細井九左衛門様御検地御入、新
田
芝
畑
御
高
御
結
、
上
芝
畑
壱
反
二
水
三
十
五
文
、
中
芝
畑
壱
反
二
弐拾五文、下芝畑壱反一一廿文、砂芝畑壱反一一五文、如此四
通り被仰付候、由‐年し○ロハ今迄御年貢上納仕候、此場所悪
場
故
、
前
々
御
見
捨
二
御
座
候
所
二
、
御
高
入
二
被
仰
付
難
儀
仕
〈卒保止ハ年）
候
、
別
而
当
年
之
儀
者
、
度
々
之
出
水
二
而
前
後
一
ハ
十
日
余
た
、
（享保六年）
へ由‐二付、秣肥一切取不由‐皆無仕候、依之●当年芝畑御年
貢
御
赦
免
被
遊
被
下
来
候
、
御
高
御
除
キ
、
何
分
一
一
も
御
慈
悲
を
以
、
芝
銭
計
被
仰
付
被
為
下
候
様
一
一
惣
百
姓
奉
願
上
候
、
以
上
第二条目、および一一一条目の始めには、徳丸原利用に際する野銭
上
納
の
開
始
と
町
人
に
よ
る
開
発
願
を
発
端
に
し
て
徳
丸
原
の
高
が
決
定
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
村
々
は
、
徳
丸
原
は
高
請
さ
れ
年
貢
を
上
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
地
は
士
地
柄
が
悪
い
た
め
に
百
姓
が
難
儀
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
享
保
六
年
は
度
々
川
が
氾
濫
し
二
ヶ
月
余
り
も
冠
水
、
秣
を
一
切
刈
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
芝
畑
高
請
地
の
免
除
、
お
よ
び
再
度
の
法
政
史
学
第
六
十
号
野
銭
の
上
納
を
願
い
出
て
い
る
。
始
め
の
野
銭
の
上
納
の
開
始
か
ら
徳
丸
原
の
高
請
化
ま
で
の
経
緯
は
、
六
か
村
と
幕
府
の
徳
丸
原
を
め
ぐ
る
契
約
成
立
ま
で
の
由
緒
で
あ
り
、
つ
ま
り
秩
序
形
成
の
過
程
で
あ
る
。
こ
れ
が
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
同
所
持
地
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
作
用
し
た
。
そ
し
て
六
か
村
は
芝
畑
高
請
地
の
免
除
、
お
よ
び
再
度
の
野
銭
上
納
の
開
始
を
願
い
出
た
。
こ
の
願
い
は
困
窮
し
て
い
る
六
か
村
の
地
域
住
民
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
六
か
村
は
、
徳
丸
原
の
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
秩
序
１
１
義
務
を
果
た
し
た
う
え
で
徳
丸
原
の
利
用
の
権
利
を
得
る
ｌ
と
し
て
、
芝
畑
年
貢
上
納
の
義
務
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
六
か
村
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
年
貢
上
納
と
い
う
行
為
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
享
保
六
年
に
六
か
村
は
よ
り
負
担
の
軽
い
野
銭
で
の
上
納
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
六
か
村
が
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
同
所
持
地
の
権
利
を
保
持
し
た
う
え
で
行
っ
た
負
担
軽
減
運
動
で
あ
っ
た
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
徳
丸
原
を
め
ぐ
る
六
か
村
と
幕
府
の
契
約
成
立
ま
で
の
由
緒
を
記
し
、
徳
丸
原
Ⅱ
六
か
村
の
共
同
所
持
地
と
い
う
権
利
を
示
し
た
う
え
で
、
現
状
の
負
担
の
軽
減
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
徳
丸
原
利
用
の
権
利
を
支
え
て
い
た
の
は
村
の
支
配
の
末
端
組
織
と
し
て
の
働
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い。以
上
の
こ
と
か
ら
、
享
保
改
革
期
に
、
六
か
村
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
住
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
働
き
を
み
せ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
村
の
村
請
事
務
の
働
き
が
あ
っ
て
こ
そ
成
し
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
六
か
村
の
秩
序
が
、
各
村
の
政
治
組
織
と
し
て
の
働
き
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
九
八
Hosei University Repository
赤
塚
郷
六
か
村
の
再
三
の
願
い
出
を
受
け
て
代
官
伊
奈
半
左
衛
門
忠
逵
は
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
三
川
、
勘
定
所
に
次
の
よ
う
な
伺
書
を
提
（机）
川
し
て
い
る
。〈峡）
一
刷
毛
川
領
村
々
芝
川
年
貢
之
儀
、
書
面
之
通
り
相
願
候
、
先
Ⅱ
Ⅱ
（分力）
六
日
拙
者
儀
彼
地
江
相
越
候
二
付
、
場
所
不
残
遂
見
□
吟
味
仕
候
所二芝地――て差置、馬草ニ致し仕候段紛無御座候、畢寛先
一下｝
年
江
戸
町
人
江
相
渡
り
候
而
ハ
馬
草
二
は
な
れ
耐
□
板
橋
江
助
郷
相
（非）
勤
候
二
難
儀
仕
候
二
付
、
無
是
悲
村
方
江
引
葬
覗
、
畠
年
貢
差
出
候
儀
一一御座候、只今迄壱歩之所茂開発者不仕候、依之此度先規
之通り高御捨、芝畑年貢御免被成、芝銭差出候様二相願申
候
所
、
芝
銭
先
年
西
山
六
郎
兵
衛
支
配
之
節
、
壱
反
二
付
永
弐
文
つ
、
申
付
候
得
共
、
此
度
高
御
捨
被
下
、
先
規
之
通
り
芝
銭
被
仰
付
候
得
ハ
莫
太
之
御
救
二
御
座
候
二
付
、
拙
者
了
簡
を
以
近
村
芝
（餓）
□
並
壱
反
二
水
袷
文
つ
、
来
寅
年
方
上
納
仕
候
様
二
可
Ⅲ
付
候
と
奉
存
候
、
如
何
可
被
仰
付
哉
奉
伺
候
、
以
上
こ
こ
で
伊
奈
半
左
衛
門
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
先
年
、
徳
丸
原
は
芝
畑
と
な
り
、
住
民
は
芝
畑
年
貢
を
納
め
て
き
た
が
、
開
発
は
今
ま
で
行
わ
れ
て
き
て
い
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
以
前
の
よ
う
に
高
外
地
に
し
て
芝
畑
年
貢
を
免
除
し
、
野
銭
上
納
に
し
て
は
ど
う
か
。
野
銭
は
西
山
六
郎
兵
衛
支
配
の
時
は
一
反
に
付
き
水
二
文
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
度
高
外
地
と
す
る
こ
と
そ
の
上
で
六
か
村
が
地
域
単
位
で
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
空
間
を
構
築
す
る
た
め
に
働
い
た
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
前
・
中
期
の
入
会
地
と
地
域
秩
序
（
若
曽
根
）
５
伊
奈
半
左
衛
門
の
伺
書
本
稿
で
は
地
域
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
を
自
治
の
視
点
か
ら
捉
え
て
き
た
。
以
下
に
簡
単
に
ま
と
め
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
第
一
節
で
は
、
赤
塚
郷
六
か
村
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
人
会
地
利
用
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
形
成
さ
れ
た
六
か
村
は
、
江
戸
時
代
以
前
は
赤
塚
郷
を
構
成
し
て
い
た
。
つ
ま
り
こ
の
六
か
村
は
、
郷
の
地
域
的
な
枠
組
み
を
、
徳
丸
原
の
秣
の
入
会
利
用
と
い
う
行
為
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
継
承
し
た
地
域
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
節
で
は
、
徳
丸
原
を
め
ぐ
る
六
か
村
の
慣
習
・
秩
序
を
示
し
た
。
徳
丸
原
の
利
川
の
形
態
は
、
赤
塚
郷
の
時
代
か
ら
元
禄
期
に
至
る
ま
で
変
化
し
な
か
っ
た
。
赤
塚
郷
の
地
域
住
民
が
、
悩
習
に
従
っ
て
自
由
に
秣
を
採
草
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
亦
塚
郷
の
地
域
住
民
は
、
徳
丸
原
は
赤
塚
郷
の
共
同
所
持
地
で
あ
り
、
秣
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
べ
き
土
地
・
環
境
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
も
っ
た
と
位
置
づ
け
た
。
し
か
し
、
自
由
な
秣
採
草
の
形
態
の
慣
習
は
、
元
禄
期
に
な
る
と
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
江
戸
町
人
の
開
発
運
動
の
活
発
化
と
い
う
経
済
社
会
の
自
体
大
き
な
救
い
な
の
で
、
拙
者
は
近
村
の
芝
銭
並
に
一
反
に
つ
き
一
○
文
の
上
納
と
し
た
い
と
考
え
る
。
こ
の
伺
書
は
、
先
の
六
か
村
の
願
い
出
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
氷
一
○
文
の
上
納
と
い
う
の
は
、
以
前
に
比
べ
れ
ば
五
倍
の
額
で
は
あ
る
も
の
の、地域住民にとっては年貢上納よりは負担の軽いものであった。
六
か
村
の
徳
丸
原
を
め
ぐ
る
秩
序
実
現
の
う
え
で
の
、
六
か
村
の
負
担
軽
減
の
訴
え
か
け
は
、
幕
府
政
策
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
九
九
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状
況
に
よ
っ
て
、
野
銭
上
納
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
地
域
住
民
に
、
義
務
を
果
た
せ
ば
徳
丸
原
の
利
用
の
権
利
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
た
。
そ
の
意
識
は
享
保
期
に
至
っ
て
も
継
承
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
徳
丸
原
開
発
の
反
対
根
拠
を
支
え
る
深
部
に
位
置
づ
い
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
土
地
の
金
銭
的
価
値
に
着
目
し
た
江
戸
町
人
が
芝
原
の
開
発
を
願
い
出
た
。
そ
れ
に
対
し
六
か
村
は
、
野
銭
上
納
を
し
て
き
た
こ
と
を一つの根拠として反対を訴え、徳丸原の地域所持化をめざした。
地
域
住
民
に
と
っ
て
徳
丸
原
は
、
開
発
さ
れ
る
べ
き
土
地
で
は
な
く
、
秣
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
べ
き
土
地
で
あ
り
、
そ
の
環
境
こ
そ
が
地
域
住
民
に
と
っ
て
の
徳
丸
原
の
価
値
だ
っ
た
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
こ
の
一
連
の
動
き
は
、
江
戸
町
人
と
六
か
村
の
地
域
住
民
の
芝
原
に
対
す
る
価
値
の
相
違
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
元
禄
期
の
九
か
村
の
開
発
反
対
の
動
き
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
、
徳
丸
原
の
環
境
認
識
に
基
づ
い
た
、
環
境
維
持
の
運
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
六
か
村
の
環
境
維
持
運
動
を
も
と
に
し
て
、
元
禄
検
地
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
こ
で
六
か
村
は
、
年
貢
上
納
の
義
務
を
果
た
す
こ
と
で
徳
丸
原
を
共
同
所
持
地
と
す
る
権
利
を
得
る
と
い
う
契
約
を
幕
府
と
結
ん
だ
。
徳
丸
原
を
地
域
の
所
持
地
と
し
て
公
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
徳
丸
原
の
環
境
維
持
の
た
め
の
前
提
条
件
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
地
域
は
環
境
維
持
の
た
め
に
、
秩
序
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
節
で
は
、
そ
の
秩
序
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
し
た
。
六
か
村
の
秩
序
は
、
義
務
を
果
た
し
て
権
利
を
得
る
と
い
う
契
約
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
義
務
を
担
っ
て
い
た
の
が
寛
文
・
延
宝
期
に
成
立
法
政
史
学
第
六
十
号
し
た
村
請
制
村
落
で
あ
っ
た
。
村
の
、
支
配
の
末
端
組
織
的
な
要
素
に
よ
っ
て
、
地
域
の
秩
序
の
深
部
が
支
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
村
の
自
治
的
側
面
の
働
き
は
、
徳
丸
原
の
秣
の
管
理
面
で
見
受
け
ら
れ
た
。
村
の
政
治
組
織
と
し
て
の
働
き
を
も
っ
て
、
徳
丸
原
の
秣
の
管
理
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
六
か
村
の
地
域
を
主
体
と
し
た
働
き
は
、
六
か
村
の
各
村
が
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て
実
現
さ
れ
た
。
徳
丸
原
の
土
地
の
秩
序
と
し
て
、
地
域
内
部
の
住
民
に
は
私
的
士
地
利
川
を
、
ま
た
地
域
外
部
の
者
に
対
し
て
は
秣
の
採
草
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
徳
丸
原
を
地
域
の
所
持
地
と
し
て
維
持
し
た
上
で
、
六
か
村
の
地
域
は
、
住
民
の
暮
ら
し
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
の
働
き
も
み
せ
た
。
六
か
村
は
、
徳
丸
原
の
秩
序
を
形
成
し
た
う
え
で
、
地
域
住
民
の
住
み
や
す
い
空
間
を
構
築
す
る
働
き
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
赤
塚
郷
六
か
村
は
、
村
の
政
治
組
織
と
し
て
の
自
治
的
な
働
き
と
、
支
配
の
末
端
組
織
的
働
き
の
両
側
面
の
働
き
を
も
っ
て
、
徳
丸
原
の
環
境
維
持
の
た
め
の
秩
序
を
形
成
し
た
。
徳
丸
原
と
い
う
空
間
の
六
か
村
に
と
っ
て
あ
る
べ
き
環
境
を
、
六
か
村
の
地
域
住
民
が
認
識
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
地
域
住
民
が
主
体
的
に
秩
序
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
筆
者
は
、
地
域
社
会
の
自
治
に
つ
い
て
、
「
地
域
社
会
の
有
す
る
自
治
を
、
地
域
内
の
一
定
の
空
間
に
つ
い
て
の
地
域
住
民
の
認
識
を
基
に
、
地
域
住
民
の
意
識
が
反
映
さ
れ
、
新
た
な
秩
序
が
主
体
的
に
形
成
さ
れ
て
い
く
状
態
に
見
出
さ
れ
る
」
と
定
義
し
た
。
つ
ま
り
、
徳
丸
原
Ⅱ
秣
場
と
し
て
の
環
境
で
あ
る
べ
き
と
い
う
地
域
住
民
の
認
識
を
基
に
し
た
、
地
域
の
徳
丸
原
を
め
ぐ
る
新
た
な
秩
序
の
形
成
・
維
持
は
、
地
域
主
体
の
自
治
で
あ
っ
た
一
○
○
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と
評
価
で
き
る
。
地
域
の
自
治
を
も
っ
て
、
徳
丸
原
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
の
環
境
が
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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水
林
彪
「
近
世
の
法
と
囚
制
研
究
序
説
」
（
二
～
（
六
）
（
「
国
家
学
会
雑
誌
」
九
○
巻
一
・
二
号
、
五
・
六
号
、
九
一
巻
五
・
六
号
、
九
二
巻
一
一
・
一
二
サ
、
几
Ⅲ
巻
九
号
、
九
五
巻
一
・
二
号
、
一
九
七
七
～
八
二
年
）
、
何
「
Ⅱ
本
通
史
Ⅱ
封
建
社
会
の
再
編
と
Ⅱ
本
的
社会の確立」岩波書店。
（
２
）
水
本
邦
彦
「
村
社
会
と
幕
藩
体
制
」
（
一
九
八
三
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
報
告
別
冊
特
集
号
）
、
同
「
近
世
の
村
社
会
と
国
家
」
二
九
八
七
年
東
京
大
学
出
版
会
）
。
（
３
）
深
谷
克
己
「
百
姓
」
Ｓ
歴
史
学
研
究
」
別
冊
大
会
報
告
特
集
一
九
八○年）、同「百姓成立」（一九九一一一年塙書房）に所収。
（
４
）
大
塚
英
二
「
近
世
期
の
入
会
山
争
論
と
地
域
構
造
ｌ
遠
州
金
谷
地
方の事例ｌ」（「愛知県立大学文学部論集」四八号、二○○
○年）。
（
５
）
小
暮
正
利
「
元
禄
期
以
降
に
お
け
る
荒
川
低
湿
地
の
称
揚
に
つ
い
てｌ徳丸原を辮例としてｌ」（「駒沢史学」五十ｈ号、一一○
○○年）。
（６）天正一一一年（’五一一一四）「四月二一一日付檀那願文」（「米良文
書」「板橋区史」資料編２古代・中世・恥二五○）。
（７）「新編武蔵風土記稿」豊島郡巻六・
（８）同右。
江
戸
時
代
前
・
中
期
の
入
会
地
と
地
域
秩
序
（
若
曽
根
）
（
９
）
東
京
市
役
所
編
『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
」
一
九
三
六
年
。
（
四
前
掲
註
（
７
）
に
同
じ
。
（
Ⅱ
）
小
松
寿
治
「
中
世
赤
塚
郷
の
景
観
」
（
「
駒
沢
史
学
」
第
五
十
五
号
二○○○年）。
（Ｅ）「比志島文書」（「板橋区史」資料編２古代・中世・川二
二四）。
（
旧
）
同
註
（
９
）
に
Ｍ
じ
。
（
ｕ
）
中
野
達
哉
「
近
世
初
顕
武
威
に
お
け
る
板
倉
取
勝
の
検
地
と
代
淌
支配」Ｓいたばし区史研究」第六号、一九九八年）。
（
阻
）
慶
長
三
年
二
五
九
八
）
十
月
「
武
蔵
国
豊
島
郡
赤
塚
上
郷
松
月
院寺領帳」（「安井家文書」「板橋区史」資料編３近世・肋囚
九七）。
（肥）寛文十年（一六七○）十月「徳丸村年貢割付状」（「安井
家文書」「板橋区史」資料編３近肚・川一九三）、寛文一一
年
（
一
六
七
一
）
、
十
月
「
徳
丸
本
村
亥
之
御
年
貢
可
納
割
付
之
事
」
（「安井家文書」）
（
Ⅳ
）
前
掲
註
（
７
）
に
Ｍ
じ
。
（
肥
）
藤
川
覚
氏
は
、
元
禄
検
地
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
高
の
内
、
改
出
高
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
村
商
に
加
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
藤
川
覚
「
川
高
と
石
高
ｌ
天
保
郷
帳
の
性
格ｌ」「千葉史学」囚号）。
（
旧
）
前
掲
註
（
７
）
に
同
じ
。
（別）同右。
（Ⅲ）同右。
一
○￣
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（
聖
「
板
橋
区
史
」
通
史
編
上
巻
（
板
橋
区
史
編
さ
ん
調
査
会
、
’
九
九九年、四阿三頁）。
（路）同右、四三六～四四一一一頁。
（Ⅲ）古島敏雄「近世日本農業の構造」（東京大学出版会、一九
五七年）。
（
閉
）
藤
木
久
志
「
村
と
領
主
の
戦
国
世
界
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九七年）。
（
別
）
高
木
昭
作
『
日
本
近
世
国
家
史
の
研
究
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
○
年）。
（
〃
）
慶
長
三
年
二
五
九
八
）
九
月
「
徳
丸
村
検
地
帳
」
（
「
安
井
家
文
書」「板橋区史」資料編３近世・恥一六七）。
（邪）貞享～元禄年間（’六八四～一七○四）「新田芝畑のわけ」
（「安井家文書」「板橋区史」資料編３近世・川一二七）。
（
型
柳
下
顕
紀
「
江
戸
住
民
の
新
田
投
資
行
動
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
下
総
国
椿
神
新
田
を
中
心
に
」
ｓ
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
」
四
一
号
）
。
（別）木村礎「近世の新田村」（吉川弘文館、一九六四年）。
（
別
）
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
二
月
「
西
台
村
野
地
開
発
に
つ
き
願
書
写」（「安井家文書」「板橋区史」資料編３近世・恥一二八）。
（皿）元禄五年（一六九一一）三月「上赤塚村など八ケ村秣場開
発許可迷惑につき願書写し」（「安井家文書」「板橋区史」資
料編３近世・川一二九）。なお、原文では差出人が三段に記
載
。
本
書
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
原
文
の
最
上
段
よ
り
各
段
右
端
か
ら左端の順で記載した。
（
翌
前
掲
註
（
７
）
根
葉
村
の
項
に
「
原
村
の
東
に
添
て
南
の
方
志
村
法
政
史
学
第
六
十
号
に
及
び
、
西
は
西
台
村
に
界
ひ
、
北
は
荒
川
に
邊
す
、
廣
さ
凡
東
西
一
里
南
北
二
十
丁
許
、
當
村
蓮
沼
二
村
入
會
の
持
な
り
」
と
あ
る
。
（
狐
）
前
掲
注
（
肥
）
に
同
じ
。
（
妬
）
「
郷
請
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
澤
登
寛
聡
先
生
よ
り
御
教
示
を
仰いだ。
（妬）享保十八年（一七一一一三）一一一Ⅱ「伐木・諸作荒し禁止など
徳丸本村相談取決につき一札」（「安井家文書」「板橋区史」
資料編３近世・恥三○六）。
（
Ⅳ
）
澤
登
寛
聡
「
割
元
制
と
郷
村
の
自
治
秩
序
ｌ
寛
文
・
元
禄
期
の
武
蔵
図
多
摩
郡
三
田
領
吉
野
家
の
直
轄
地
域
を
素
材
と
し
て
ｌ
」
（
「
法
政
史
学
」
第
五
四
号
二
○
○
○
年
）
。
（
犯
）
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
三
月
「
徳
丸
三
分
・
赤
塚
上
下
入
会
芝
畑のうち旧ッ葉村分検地につき証文写」（「安井家文書」「板
橋区史」資料編３近世・恥一三四）。
（
胡
）
享
保
七
年
（
’
七
二
二
）
六
月
「
峡
田
領
五
ケ
村
新
田
芝
畑
開
発
につき願書下書」（「安井家文書」「板橋区史」資料編３近世・
川一三三）。
（
側
）
享
保
六
年
（
一
七
一
一
一
）
十
一
月
「
赤
塚
上
下
・
徳
丸
三
分
五
ケ
村
入
会
芝
畑
高
入
御
免
願
写
」
今
安
井
家
文
書
」
『
板
橋
区
史
」
資
料
編３近世・恥一三一）。
（
ｕ
）
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
十
一
月
「
峡
田
領
村
々
芝
畑
年
貢
に
つ
き幕府代官伊奈半左衛門伺書写」（「安井家文書君板橋区史」
資料編３近世・川一一一一二）。
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